
主催：公益財団法人こども教育支援財団

日時：2023年 12月 10日（日） 13：00～15：30（終了予定）

会場：クラーク記念国際高等学校東京キャンパス 教室

（東京都新宿区高田馬場1-16-17）

＊会場の定員は５０名まで（先着順）

＊オンライン（Zoom）とのハイブリッド形式

参加費無料（要 事前申し込み）

花まる学習会の高濱先生、3人の現役教員の方から、現場で役立つ取り組みを発表いただきます！

参加者同士のグループトークタイム、発表者同士の意見交換も予定しています。

お申込みはコチラ
しめきり12/8まで

高濱 正伸
1959年熊本県生まれ。東京大学卒、同大学院修了。1993年、「メ
シが食える大人に育てる」という理念のもと、「花まる学習会」を設
立。花まる学習会代表、NPO法人子育て応援隊むぎぐみ理事長、算
数オリンピック委員会作問委員、日本棋院理事。2020年から無人
島プロジェクトを開始。
今回は、花まる学習会のPBL実践事例を交えながら、一般的な授
業とは異なるPBLだからこそ生まれる教育的意義や効果について、
講演します。

コーディネータ― 二川 佳祐
東京学芸大学卒業。教壇に上がる傍ら、「教育と社会の垣根をなく
す」をビジョンとするコミュニティー「BeYondLabo」や、地域に根ざ
したGoogleの教育者グループの「GEG Nerima」を主宰。夏休み
を利用して「先生インターン」にも参画。2021年9月に新著『いちば
んやさしいGoogle for Educationの教本』（インプレス社）を出版。
習慣化マニアで、朝の早起きを6年以上継続中。これまで4年間、教
員だけではなく様々な職種の大人の習慣化の伴走をする『BeYond
Labo マイチャレンジサロン』を運営。

当日は、
私が司会・
コーディネート
します！

公益財団法人こども教育支援財団
https://kodomo-zaidan.net/

小田 和也
新潟県公立中学校教諭。明治大学大学院文学研
究科修了(人間学修士)。市役所勤務を経験した後、
「実社会と学校をつなぎたい」という理念を実現す
るため、中学校教員へ転職。教員７年目。社会科教
育や総合的な学習の時間を通して、主権者教育、
ＰＢＬなど実社会に通じる学びを重視する実践を
日々研究している。心豊かな社会をつくるための子
ども教育財団提言コンテスト『最優秀賞』受賞(共
同代表、2023年度)。第３８回時事通信社教育奨励
賞『努力賞』受賞(共同執筆、2022年度)。

田村 久仁子
文教大学教育学部美術専修卒業後、東京都で図
画工作科専科として公立小学校で22年勤務。
特別活動主任。2020年より図画工作科の指導教
諭となり、年間3本の公開授業を行い、図画工作科
における探求的な学びや、どの学校でもできる高学
年での造形遊びの題材開発、図画工作科における
ICT活用についてなどの授業研究を推進している。
2020年からMicrosoft認定教育イノベーター、
ｅｍｂｏｔ 認定教員。今年度よりmicroビットチャンピョ
ンに認定された。

波戸内 友基
埼玉大学教育学部附属小学校 国語科教諭
１９９２年生まれ。平成２７年から５年間公立学校勤
務、その後、附属小学校にて勤務。教員９年目。
埼玉県国語教育研究会事務局員。「実践国語研
究」掲載。「国語教育」掲載。



お問い
合わせ

公益財団法人こども教育支援財団
TEL：03-6205-6761  FAX:03-6205-6763

Mail：senseiinfo@kodomo-zaidan.net 
https://kodomo-zaidan.net/

参加申込書 ※ご記入いただいた個人情報につきましては、当財団からのご連絡以外には使用いたしません。

氏 名
フリガナ

姓

フリガナ

名

参加
希望

会 場 ・ Zoom 教員歴
（教員の方）

年

所 属
小学校教諭 ・ 中学校教諭 ・ 高等学校教諭 ・ その他学校等の教諭 ・ 教育委員会

塾の教職員 ・ 学生（大学生など） ・ その他（ ）

勤務先
学校名

（教員の方）

連絡先

住所（〒 ― ）

都・道・府・県

TEL： ― ―

メールアドレス： @

「先生の学校」を
何でお知りになりましたか

①～③のいずれかの方法でお申し込みください。

① 以下の参加申込書に必要事項をご記入後、FAX（03-6205-6763）で申し込み

② Webフォーム（グーグルフォーム）から申し込み

③ E-Mailに必要事項をご記入後、 senseiinfo@kodomo-zaidan.netへメール

申 込

方 法

↓ 当日のご案内はメールでお送りいたしますので、メールアドレスは必ずご記入ください

発表内容（予定）
「PBL（課題解決型学習）の意義と効果」

高濱 正伸 氏 （花まる学習会 代表）
「より良い学びをつくる国語授業」

波戸内 友基 氏 （埼玉県 小学校教諭）
「児童が自らつくりだす「史上最高の展覧会」にむけて動き出したもの」

田村 久仁子 氏 （東京都 公立小学校教諭）
「地域の伝統芸能を活かしたPBLの実践～生徒の想いを大切にした総合学習の授業改善を通して～」

小田 和也 氏 （新潟県 公立中学校教諭）

※発表順・発表内容は一部変更の場合があります

「先生の学校」2023年度発表会
～PBL（課題解決型学習）の実践事例～

申込 QRコード


